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情報の経済 的 自 立

金中利和

当館は、わが国の全国書誌作成機関の役割を担っておりますが、諸外国でも、一般にその国の国

立中央図書館が納本制度にもとづいて、この機能を果たしております。

この各国が作成する全国書誌」／コードを、機械可読の形でお互いに交換・利用することをめざし

て、 IFLA （国際図書館連盟）のコア・プログラムのひとつである UBCIM（世界書誌調整・国際

MAR Cプログラム）では、 ISBD （国際標準書誌記述）やUNIMARCフォーマットを制定してお

ります。

ジャパン・マークが、 ISB Dに依拠するNCR （日本目録規則）新版予備版で目録作業が行なわ

れ、 UNIMAR Cに準じたフォーマットで作成されているのも、国際的な書誌情報の流通に応える

ためでもありますO

昨年8月末に聞かれた IFLAパリ大会では、 UBC I Mの委員がメンバーとなっている IMNC 

（国際MARCネットワーク委員会）が、主要12か国の全国書誌作成機関にたいして行なった、書誌

レコードの作成と配布に関する調査の結果（ 10館が回答）を報告しました。

それによりますと、書誌レコードの作成について、 ISBDにもとづく目録規則は次第に複雑化す

る傾向にありますが、その適用に当たっては、人的コストの面から簡略化・単純化する努力がみら

れることが指摘されておりますO

同委員会では、 ISBDを、書誌レコードの互換性を損わないように留意して、簡略化の観点から

見直すこと、および、国際的な交換のために最低必要な書誌的データ要素についての基準を作成す

ることを提言しております。

この提言は、書誌レコードの作成と配布が複雑になると、多大の人手とコストがかかることに配

慮、したものであり、国際的にも、コストの軽減と情報の経済的自立への努力が無視できなくなりつ

つある状況を反映しているものと思われますO

i図書部長）
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原書名に関する注記の適用範囲拡大について

1989年のND L和図書データ入力件数62,345件のうち、翻訳書は 4,351件（約 7% ）になります。

翻訳書の原著のタイトル（原書名）については注記の部分に「The surmner tree. の翻訳」のよう

に記録していますが、 1990年から、注記の範囲を拡大しましたのでお知らせいたします。

1. 原著の言語による範囲

当館では、 1977年から和図書データ入力を、また原書名の部分の印刷カードへの出力は1980年

に開始しましたO 入力開始当初 原書名を記録する原著の言語の範囲を 7か国語に限っていまし

たが、順次対象を拡大してきました。今回、さらに範囲を拡大して、現在機械処理のできない中

国語、朝鮮語、アラビア語、へブライ語、イディッシュ語等を除き、注記することにいたしまし

たO すでにインドネシア語とスウェーデン語が新たに加わっていますO 発音符のついた文字は、

発音符を除いた形で記載することがあります。その他東洋諸語については、機械処理できる翻字

形がその資料中いずれかの箇所に表示されていれば記載します。

2. 文学作品・児童図書など

これまで原書名を注記していなかった文学作品、抄訳などについて、 1990年から可能な限り注

記します。また児童図書（絵本も含む）も対象範囲に入れましたO ただし、以下のものについて

は、この対象からはずしますO

a）日本で編纂したもの（全集も含む）

b）小説のうち、ハーレクインロマンス等のシリーズ

c）簡略整理のもの、学習参考書・試験問題集

なお、原書名はその図書を情報源としています。原書名の副書名は原則として記載しませんが、

必要なときは、 「：」を前置して記載しています。原書名を記載した場合には、原著の版に関する

事項も、原書名に続けて記載し、一連の注記といたしますO （『「日本目録規則」適用細則 第 2

版』 2.7. 3. 1.(4）参照）

図 1. 原書の版の記載例

SC38l-E33 

112 
精神科のロングターム・ケア 人間学的作業療法 Moya
Wi 11 son著山田義夫，小口徹共訳
東京協同医書出版社 1989.10
l68p 26crn 
Occupational therapy in long-term psychiatry. 2nd ed. 
の翻訳
各章末：参考文献

（つぎのカードにつづく）

l.Seisinka no rongu tamu kea al. Willson.Moya. 
a 2 . Yarn ad a , Yo s i o a 3 . Og u t i. TO r u s l.作業療法 ①SC38l 
⑪~93.72 
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図 2. （拡大前）

インドネシア語の

原書名

GK21-E20 

図3. 児童図書の原書名

図4. 文学作品の

原書名

KR151・E9

嵐の前のインドネシア 1965年の「9月30日事件」前夜
下 ロシハン・アヌワル著左藤正範訳

東京井村文化事業社！988.11
278p 19c1 （東南アジアプγクス 95インドネシアの社会 6)
発売：勤草書房
I SBN4-326 .. 91096・8

インドネシアへの歩み 庶民が綴るインドネシア現代史
アスワプ・マハシン他編高取茂訳

東京井村文化事業社！989.10
4Q6p 19CRI （東南アジアブックス 101 インドネシ了の社会 7)
Perjalanan anak bangsa.の制訳
発売：動草書房
ISBN4-326-91102-6 

1.インドネシア ヱノ アユミ 2.トウナン アジア ブックス
al.Mahasin.Aswab. a2.タカトリ，シゲル s 1.インドネシアー
伝記 ①GK21 ⑪282.4 

02.02.20 4 0 070022 2 9 

2575円
JP90-03510 

アジア
Fサノリ

.24 

2100円
JP89'-09455 

クマの王子 アルメニア（ソビエト）の民話アンドラニク・
エルバンドヴィチ・キリキャンえ きたはたしずこやく

東京ほるぷ出版 1989.12
l冊30c111
C1rn Mensen st.の翻訳
ISBN4-593-50237・3

1.クマノ オウジ al.Ki l ikyan.Andranik Ervandovich. 
偽 f) .J. .. " .. _. ， 『，『， J~M”柚 7 、

1230円
異端教祖株式会社 ギヨーム・アポリネール〔著〕 窪田般弥 IP90・04257
訳
東京白水社 1989.10
238~ 18c11 （白水Uブックス 85小説のシュルレアリスム）
L’Heresiarque et Cie.の翻訳
lSBN4-560-07085-7 

1.イタンキョウソ カプシキガイシャ al.Apo I I inai re. 
Gui 1 laume. a2.クボタ，ハンヤ ①KR151 ⑪953 
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原書名注記の範囲拡大を開始した「日本全国書誌」 1990年 1号～ 4号（ Japan/MAR Cも同じ）

のデータでみると、入力件数 4,300件、うち翻訳もの 306件、原書名注記のあるもの 221件で、翻

訳ものの72%に原書名が記録されています。 1989年までは翻訳書のうち原書名注記のあるレコード

が43%で、文学作品に適用したことが増加の主な要因と思われます。

J-BIS Cでは、原著のタイトルが検索項目となっていますので、特に文学作品で原著のタイト

ルからの検索のヒット率は高くなりましたO 検索はより便利になるものと思われます。

Japan /MAR Cでは、原書名注記に対応して入力している原文の言語コードのフィールドがタ

グ 101$ CにありますO 言語コード表については、『 JAP AN/MAR Cマニュアル第 3版』 p.39を

ご覧ください。

1990年 1～ 4号

(4, 300件のうち）

164件（74. 2 %) 

18件（ 8. 1 %) 

24f牛（ 10.8%)

5件（ 2. 2 %) 

l件（ 0. 5 %) 

3件（ 1. 3 %) 

198昨 1～50号

(62, 345件のうず）

1, 473 f牛（78.0 %) 

173f牛（ 9. 2 %) 

170f牛（ 9. 0 %) 

40 f牛（ 2.1 %) 

13件（ 0. 7 %) 

12件（ 0. 6 %) 

l件（ 0.1 %) 

1件（ 0. 1 %) 

1件（ 0.1 %) 

l件（ 0. 1 %) 

データにみる原書の言語
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ENG 

GER 

SPA 

ITA 

宵参考

垣
間の書原

1古 三五
ヌ又 ロロ

ドイツ語

フランス語

ロシア語

スペイン語白

イタリア言語

デンマーク語 DAN 

CZE チェコ誼ロロ

ラテン語 LAT 

2件（ 0. 9 %) 

1件（ 0. 5 %) 

H牛（ 0. 5 %) 

l件（ 0. 5 %) 

l件（ 0. 5 %) 

NOR 

FIN 

SWE 

POR 

IND 

POL 

BUL 

ノルウェ一語

ポーランド語

プノレガリア語

フィン語

インドネシア語

スウェーデン語－

ボルトカソレ語

オランダ語 DUT 

22H牛（ 100 %) 

1989年分は今回の拡大措置を適用していないため、文学作品、児童図書などの原書名は記

録していない。

1, 885件 (100%)2十メ〉、
口

注＋＋

（収集部国内資料課）

-4ー



著者標目（個人）の変更

本表は、平成 1年 1月～ 12月までの著者標目（個人）のよみと文字についての訂正の一覧である。

訂正された部分は下線で示す。

訂正件数

よみの訂正 100件

文字の訂正 23件

排夢lj

訓令式ローマ字AB OJI原

住） 『日本全国書誌』では著者標目をカタカナで表記しているが、本表では、 『国立国会図

書館著者名典拠録』 ( 1979年刊）および当館の事務用典拠ファイルにあわせ、訓令式ロー

マ字で表記した。

典拠・理由（表右欄）

著者標目の形式を定めるとき参考にした典拠、または訂正した理由

くよみの訂正＞

標 目 典拠・理由

Abe, Z ihe l→ Abe, Haruhi ra 阿部治平 勤務先回答

Ake ta, Te tuo → Akeda, Tetuo 明田鉄男 「考証幕末京都四民の生活」

奥付

Debuti, Sigeo→ I zubuti, S igeo 出淵重雄 本人回答

Doi, Masasi ti→ Doi，生色i!i 土井正志智 大学研究者総覧 1979年版

Endo, Hidemi → Endo, Husayosi 遠藤英美 文化人名録 20版

Hakii, Seiz i→ Hagii, Seizi 波木居斉二 本人回答

Haneda, Te I→ Haneda, Mako to 羽根田諦 「いのち新たに」奥付

Hiki, Yosinobu→ Hiki, Yosiki 比企能樹 大学研究者総覧 1984年版

Hirasima, Gunzabur<:;' → Hirazima, Gunzaburo 平島郡三郎 出版者回答

に
d



標 目

Hirose, Mizuhiro → H irose, Yosih1ro 

Hirose, Zuik（；＇→ H irose, Yosihiro 

Hori kiri, K合zi → Horikiri, Yasuz1 

Huan, Sogyon→ Han, Sogyon 

Huzii, Takayosi → Huzii, Takam1 

Huzinami, Takasi → Huzinami, Masaru 

I ha, Nan te tu→ I ba, Nantetu 

lizuka, Sigetosi → I izuka, Sigetake 

Ikeda, Zyuiti → I keda, Tosikazu 

In<;', Yosinori → I n<;', Kanort 

I nogu ti, 0 sami → 1生旦g,Osam1

Inoue, Masanori → I noue, Masaki 

Isikawa, Tosi hi ro→ I siko, Tosih1ro 

I si zuka, Masanari → I sizuka, Se1ya 

I w ab u t i , Set uo→ Iwahuti, Setuo 

Kai bar a, Hirosi → k aihara, Htros1 

Kaneda, Syoi t i→ Kaneda，盟笠主！！

Kano, Sadako → Kano , S adako 

Kitagawa, Sigeharu→ Kitagawa, S1gez1 

Kitamura, Hikaru→ Kitamura, Mi tu 

Kizaki, Ryohei → K isaki, Ryohe1 

Komura, Sadaki ti → Komura, Sadayos1 

Kozak i, Tei nosuke→ Kosaki, Teinosuke 

Kurihara, Genda 》 Kurihara,Gen ta 
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広瀬瑞弘

広瀬端弘

堀切康司

黄哲瑛

藤井高美

藤波高

伊波南哲

飯塚重威

池田寿一

伊能嘉矩

猪口修道

井上正記

石河利寛

石塚正也

岩淵節雄

貝原浩

金田正一

狩野貞子

北川茂治

北村光

木崎良平

小村定吉

小崎碇之介

栗原源太

典拠・理由

家族回答

家族回答

勤務先回答

誤記訂正

大学研究者総覧 1984年版

「とり残された子らの京都の

教育史」奥付

家族回答

大学研究者総覧 1979年版

「飯田の美術」著者略歴

日本人名大事典

「遺伝子産業最前線」奥付

上野図書館目録

大学研究者総覧 1984年版

本人回答

大学研究者総覧 1984年版

現代人名辞典

人事興信録第33版

誤記訂正

本人回答

家族回答

本人回答

家族回答

「自然、と労働を詠む」奥付

大学研究者総覧 1984年版



標 目

Kusasi ta, Masao →互笠生豆， Masao ｜草下正夫

Kuwabara, Keizen → Kuwahara，旦江笠笠l 桑原啓善

Kuwada, SansyG'→ Kuwata, SansyG' 桑田三舟

Kuwada, Sasabune → Kuwata, Sasahune 桑田笹舟

Kuwata, Sabur8'→ Kuwada, Sabur合 桑田三郎

Makino, Seikyo→ Makino, Masayasu 牧野正恭

Maki no, T akanobu → Maki no, Ry'G'srn 牧野隆信

Ma tunaga, Za i→ Matunaga, Motok1 松永材

Matuzaki, Sadayosi → Ma tuzaki, Tei ry8' 松崎貞良

Mihasi, Tosi 0 → Mi tuhasi, Tos10 三橋敏雄

Misono, Yosihisa→ Mison8', Yos1nao 御園生善尚

Mi ti, Masahiko → T8'ri, Masahiko 通雅彦

Miya take, Zyunko → Miya take, Noriko 宮武順子

Monnai, Atusi → Monnai , Z yun 門 内 淳

Morohosi, RyG'→ Morobosi, RyG' 諸星竜

Muku ta, Naoko → Mukuda, N aoko 椋田直子

Nakagawa, Tuyosi → Nakagawa, Go 中川剛

Nakamura, Mi tugu → Nakamura, Mi tug1 中村貢

Nemoto, Kei → Nemoto, Takas1 根本敬

Ninomiya, Takeo 一歩 Nimiya, Takeo 仁宮武夫

N isi mura, Koge tu → Nisimura, Keigetu 西村 耳大月

Obara, Yosiaki → Ohara, Yosiak1 小原嘉明

一7

典拠・理由

「亜高山地帯の造林技術J標

題紙及び裏

本人回答

家族回答

本人回答

文化人名録 20版

家族回答

「北前船」奥付

文化人名録 20版

「天野貞祐先生とヒューマニ

ズム」奥付

「墨の上」奥付

大学研究者総覧 1984年版

「快船・三重丸」奥付

大学研究者総覧 1984年版

「C十十プログラミング」

奥付

「五分間伝記」奥付

本人回答

大学研究者総覧 1984年版

家族回答

「学ぶ」奥付、 「生きる」標

題紙

「世界心霊科学大系」奥付

「ある夢想家の青春」奥付

大学研究者総覧 1984年版



標 目

。bosi,Mi tunori → 6hosi ,Mi tunori 

0 〆＇date,Yu'ki ti → O’＇da ti, Yiik it i 

Ogane, Naruhiko→ Oノ＼gane, Tosihiko 

0 gawa, Masayasu －→ O gawa, Masa tada 

Ogawa, Seikyo→ O gawa, Masa tada 

Ogawa, Yasuo→ Ogawa, Kyosei 

6、guro,Isam u→旦／＼主旦旦， Isamu 

0 ノ＇no,Seiz i→ O "'no, Masaharu 

Origasa, Yosiak i→ O rigasa, Bisyu 

Ozawa, Yasuto → O zawa, Y as uh i to 

Sahara, Hi ros i→ S ahara, Yo 

Sakamoto, Mi tuo→ S akamoto, Teruo 

Sano, Bun'y a→ Sano, B unse1 

ノ＼
Sanzyo, Tokusaburo → Yamazyo, Tokusabur(;' 

Sa to, Yosio→ S ato, Ki t10 

Sawaki, Susumu→ S awaki, S 1n 

Si ba, Ki yoyuk l→ S iba, K1yos1 

Si ma mo to, Masanori → S imamoto, Masanar 1 

Simi zu, Mi tuyuk i→ S imizu, Mitiyuk1 

S inagawa, Nobuyosi → 8 inagawa, S inryo 

S inpo, Seiz l ー 》 Sinbo, Se1z1 

So, Torasuke → Mune, Torasuke 

Sugitani, Syozi n → Sugi tani, Aki to 
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｜大星光史

｜大館勇吉

大鐘稔彦

小川政恭

｜ 小川政恭

｜ 小川恭生

｜大黒勇

｜ 大野政治

折笠美秋

小沢康人

佐 原 洋

坂本光雄

佐野文哉

山条徳三郎

佐藤吉男

沢 木 進

芝清之

島本正斉

清水盈行

品川信良

新保生二

宗虎亮

杉谷昭人

典拠・理由

本人回答

本人回答

勤務先回答（上尾建生病院）

大学研究者総覧 1979年版

大学研究者総覧 1979年版

家族回答

大学研究者総覧 1979年版

「大野政治先生古稀記念房総

史論集」著者略歴

「君なら蝶に」奥付

大学研究者総覧 1984年版、

勤務先回答（専修大学）

大学研究者総覧 1984年版

人事興信録 33版

文化人名録第20版

家族回答

知人回答

「燃えさかる根の国」奥付

著者略歴

誤記訂正

大学研究者総覧 1979年版

大学研究者総覧 1984年版、

人事興信録 33版

現代日本人名辞典

奥付

「杉の枢」 奥付



標 目 典拠 ・理由

Sy立， Tatusei → Sy¥:i', Tasse1 周達生 ｜誤記訂正

Syudo, Motosumi →皇旦三， Motosum1 首藤基澄 ｜大学研究者総覧 1971年版、

1984年版

Syuto, Motozumi → Syu to, Motosum 1 首藤基澄 1971年版、

1984年版

Takaba, Tokuya → T akaha, Tokuya 鷹羽十九哉 ｜ 「虹へ アヴ…ア戸…ン汁～チ

奥付

Takahasi, Syozo (1928生医学） → Takahasi,Tu旦型｜高橋 昭三（1928生｜大学研究者総覧 1984年版

医学）

Takeda, Si n’l t i→ Takeda, Nobukazu 竹田信一

Tanabe, Takeo→ Tanabe, Tatuo 田辺建雄

Tanaka, Masazumi → Tanaka, Masasum1 田中真澄

Tanimoto, Yosibumi → Tanimoto, Yosihum1 谷本義文

Tesima, YG'ke i→ Tezima, YG'kei 手島右卿

Tida, Gyoun → Tida,K.2_盟 千田行雲

Tida, Takes i→ Tida, Tuyos1 千田壮

Tozawa, Akinori → Tozawa, Ak inobu 戸沢昭宣

Ueda, Koba→ Ueda, Yuk1nor1 上田幸法

Umehara, Kasuke → Umehara, Yosisuke 梅原嘉介

Utigaki, N~r~yan → U t i gak i , N i t 1 s rn 内垣日親

U tumi, Yasuya → U tumi, Yasunar1 内海康也

Watanabe, Syuzyun→ Watanabe，盟旦日旦ili 渡辺守順

Yabuu ti, Sy合ti → Yabunouti,~盆~ 薮内紹智

Yamasaki, Zyun → Yamazaki, Zyun 山崎淳

Yamazaki, Masaharu→ Yamazaki, Syoz1 山崎正治
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本人回答

出版者回答

「小津安二郎全発言」奥付

大学研究者総覧 1984年版

文化人名録第20版

本人回答

本人回答

「詰碁実力テスト 6・7・
8級」奥付

「冬の神さま」奥付

大学研究者総覧 1984年版、

勤務先（日本文理大学）回答

誤記訂正

本人回答

本人回答

「原色茶道大辞典」奥付

「病院の検査が楽しくわかる

本」奥付、現代日本人名録

「おらがむらの十五年戦争」

著者略歴



標 目 典拠・理由

Yamazaki, Tosi hara → Yamasaki, Tosiharu 山崎利治 「プログラム言語」奥付

＜文字の訂正＞

標 目 典拠・理由

Akiyama, Ty~z~ 秋山寵三→秋山寵三 誤記訂正

Hori, Sy合iti ro 堀省一郎→堀省一朗 誤記訂正

Horiba, Yosiiti 堀場芳一→ほりば芳一 誤記訂正

Hosaka, Masayasu 保坂正康→保阪正康 「文化人名録」 20版

Hosoda, Y~z~ 細田裕造→細田祐造 誤記訂正

Hure zi Matukawa→ Matukawa, Hurezi フレディ松川 → 松川 フレディ 「医籍総覧」 第59版

Hur i ya, Kayoko 降谷加代子→降矢加代子 誤記訂正

Hurukawa, Motoyosi→ Hurukawa, Motonobu 古川元宜→古川元宣 本人回答

Ka to, Noboru 加 藤 昇→加藤昇 誤記訂正

Ki tano, Huzio 北野富士男→北野富士雄 誤記訂正

Kobayasi, Satoru 小林察→小林さとる 誤記訂正

Momo, Minosuke 百々 己之助 → 百々 巳之助 誤記訂正

Nakata, Mizuho 中田みづほ→中田端穂 誤記訂正

Saito, Sotoki ti 斉藤外吉→斎藤外吉 誤記訂正

S a i t (;', Ta t uy a 斉藤辰弥→斎藤辰弥 誤記訂正

Sa i to, Ya s uh i s a 斉藤恭久→ さいとう やすひさ 誤記訂正

Sakamoto, Eturo 坂 本 越郎→阪本越郎 「阪本越郎全詩集」

書名、奥付、年譜

Sugiyama, Hi roaki 杉山博明→杉山博昭 誤記訂正

Tutiya, Yukio 土屋由岐雄一→土家由岐雄 誤記訂正

U sami, Kasei 宇佐美公正→宇佐美公生 誤記訂正
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標 目 典拠 ・理由

Watanabe, Yosi 渡 辺 敬→渡部敬 誤記訂正

Yamanouti, Itiro 山之内一郎→山内一郎 誤記訂正

Yano, Takanor i→ Yazima, Takanor i 矢野隆教→矢島隆教 誤記訂正
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典拠作業 点描

国立国会図書館が昭和23年の開館以来、目録記入の標目として採用した明治以降の日本人著者名

は約20万人O この著者名典拠の作成・維持管理は、著者と書名に関するアクセスポイントの付与と

ともに、図書整理課著者書名係で行っているO 日本人の名前の読みの難しさは、目録を担当したこ

とのある人であれば誰でもわかってくれることだろう。典拠という以上、明確な根拠に裏付けられ

た正確な読みでなければならない。しかし、それが難しい。極端なことを言うと、著者本人に回答

を求めても、時によって異なることがあり、家族回答と本人回答が異なることも珍しくない。 「実

は戸籍上はムムということになっているのですが、皆が××と読むので、この頃は自分でも ××で

いいという気になっているんですよO 」そのような回答であれば、まだ典拠作成者として張り合い

もあるというものだが、清濁、音訓、どちらが正しいのかなどと尋ねると「どちらでもいいんじゃ

ないですか。どうして、国会図書館はそんなことにこだわるのですか？」などと関われると、気持

ちも萎縮してくるO

主要な人名録や人名辞典を調べ、本の奥付や著者略歴を参考にし、出版社に確認の電話を入れ、

必要に応じて葉書や電話で直接著者に確認するO そのようにして、人名の読みを確定した後、著者

を識別するための要素一一生年、職業、分野、主な経歴などを典拠カードに記入するO Japan/ 

MARCやJ-BISC、印刷カードなど、全国書誌関連の書誌類の著者名コントロールは、この典拠カー

ドに基づいて行われているO 同名異人の区別、複数の名前を使用する著者名の相互参照、複数の読

みを使用する著者の一つの読みへの参照なども 典拠カード上では行っているO

この典拠は、 1979年に『国立国会図書館著者名典拠録』として、また1981年、 1985年には『同追

録』として印刷刊行した。それ以後、数年の歳月を経ているO 典拠カードは機械入力し、一応、機

械可読形の「典拠ファイノレ」らしきものも作っているのであるが、整備が十分に行われている、と

いうわけではまだない。折角、苦心して作っているものでもあり、外部の図書館から要望もあるよ

うなので、実務担当者としては、わが国の書誌情報流通の標準化の一端として、できるだけ望まし

い形で、共有化できる状態にもってゆきたいと思う。 (T) 

くどこかに記載が〉

作業を始める時、まず図書自体を見るO 自分に読めない名前はもちろん、読める名前も安心はで

きない。とは言っても、最近出版される図書には、ほとんど著者名のノレビが奥付またはカパーに記

載されているO おかげで作業がしやすくなった。

ヨミはわかっても、まだ同姓同名という場合があるO これを区別するための要素は、生年、職業、

分野などであるO これらについても図書に記載されていると大変うれしい。どこかに著者について

の詳しい記載があることを願って図書をひっくり返すことから調査は始まるわけであるO

(X) 

く同名異人〉

やっとのことで著者の名前のヨミを調べ、ホッとすると、実はすでにその著者と全く同じ漢字で

同じヨミの著者名典拠カードが作られている場合があるO 同名異人のケースだ、。この場合、生年で

区別するが、生年が不明だったり、生年でも区別できない時は、職業、専門分野、世系などを付記

して区別することになるO 奥付や著者略歴に生年や職業が記載されているとよいが、それらにない

時は、本人や出版社などに電話や葉書で連絡を取ることになるO 約20万人の著者名典拠カードの中

には、 「鈴木博（スズキ、ヒロシ）」 ・・・16人、 「伊藤博（イトウ、ヒロシ） J ・・・13人がいるO また、

，.小林茂（コパヤシ、シゲル）」 ・・・14人の中には、 「小林茂 (1914生 経済史）」、「小林茂 (191
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4生教育学）」、「小林茂 (1933生心理学）」、「小林茂 (1933生哲学）」、「小林茂 (194

2生仏文学）」、 「小林茂 (1942生公務員）」のケースもあるO CM i) 

く本人回答〉

著者名典拠カードに「本人回答」と記入する時は、ちょっと誇らしい気分であるO 数ある典拠の

中の最高峰！名前の読み方だから「本人が言うのに間違いはない」。

葉書か電話で問合せるのだが、なんと言っても電話が楽しい。または恐い。著作についての解説

をしてくださる方あり、こちらの感想を求められることあり、以前のカードの間違いの指摘あり、

納本制度への質問ありで、日々、全国のさまざまな人たちと話ができるO

会話がはずんで「どうも、ありがとうございました」と電話をきった途端、 「あれっ、ヤマサキ？

ヤマザキ？」ということがあるO 呼吸を整えて再度電話。高い山はやはり険しい。

(F) 

くでんわでは〉

寄贈された図書に多いことですが、著者名典拠作成の時に困るのは、人名のヨミの記載がない場

合です。住所、電話番号の記載がある場合にはたどりつけるのですが、ない場合は、発行者に問い

合わせるなり、電話番号を調べるなりするのです。やっとわかり本人に電話で問い合わせをしますO

地方の場合が多いのですが、御本人が出られて、ホッとして、名前の確認をし、こちらも復唱して

確認します。 「はい、わかりましたO 00ですね。はあ、珍しいヨミですねO では、 00として、

目録をとらさせていただきます。」ガチャンO 典拠作成後、点検者に回り、点検を受けるのですが、

その時、 「絶対にこんな風には、読めませんよO 何かの間違いではありませんか。」 「いえ、本人

に確認しましたから大丈夫だと思います。人名というのは、いろいろですからねO 」と自信を持っ

て返答するO 「もう一度、確認させてもらいますよO 」 「はい。」 「やはり、ムムでした。」なん

と、先方が御老人で発音がはっきりしなかったことと、地万で「イ」と「ェ」の区別がつきかねた

ことなどで、違いが生じたのですねO こういうことは、よくあることと注意はしていたのです。で

も、言われましたO 「あなたの耳の方がおかしかったのでは？」まだ、そんな年ではないのですが

。 (I)

く佐藤高明著『挫折』の場合〉

① 本の著者略歴に「コウメイ」とルビあり。典拠カードの「サトウ、コウメイ」を見ると、典拠

は勤務先回答となっています。最初にこの著者名典拠を作成した時の図書名は『後撰和歌集の研

究』で分野が違うようですO そこで別の読み方「タカアキj も調べてみましょう。

② 典拠カードの「サトウ、タカアキ」は、生年・職業・分野も同じO しかもヨミの典拠は記載さ

れていないので推定によるヨミと考えられ、これは同一人物で勤務先回答の「コウメイ」さんが

正しいのでは？

③ データベースで両者の著作を検索してみると、中世文学、ノンフィクション、フィクションと

多才。『挫折』でザセツしそうでしたが、小説も書くことがわかりました。

④ 念のため、出版社に問合せると、 「コウメイ」さんで、中世文学の研究者ですが、小説もお書

きになるとの回答を得、ここでようやく一件落着！ (Y) 

qa 

唱
’
A



く燕石猷さんの場合〉

典拠の重複は、ヨミの清濁、音訓の違いによることが多い。

ところが「燕石猷」さんの場合は、ヨミは同じなのに典拠が重複していました。何故か？

著者名典拠は姓名を区切って排列してあるO 「燕石猷」さんは、 「燕／／石猷j と「燕石／／猷」と

いう姓名の区切り方の違いで排列がかわってしまい、（ヨミは同じでも）見つけられず、典拠が重

複してしまったのでしょう。

結局、家族回答により「燕石／／猷Jを残すことと相なりました。

ちなみに、この人のヨミは「エンセキ ユウ」です。

く一人で共著？〉

(Ma) 

共著の形をとる著書は多い。また 同ーの著者が複数の著者名を持つのも珍しいことではない。

しかし、ごく稀に一人の著者にもかかわらず共著の形で本を出版するという、 「冗談」が起こるO

たとえば、次のように。

『ムツゴロウの名人ブルース』

ムツゴロウ著畑正憲訳

『作家の肖像』

中島梓、栗本薫著

どちらの場合でも現行の目録規則では、標目として両方の著者名を採用し、それぞれを「相互」

に参照して処理するO

「著者名」に関して「ふつうは……だ」と持ち出してもあまり効果のあることではないようだが、

一人の著者が一冊の本を書く時、 「ふつうは」 1つの著者名を使おうとするのではないかしら？

幸いにも、と言うべきか、 4年程この仕事に携わってきて僕はまだこの事例に出会っていない！！

ょうだ？？（本当は出会っていて、別人として処理し、同一人であることに気付かなかっただけだっ

たりして！！） (Mu) 

く大汗かいて〉

ケアレスとスが許されない佐事であるO 小さくても大切な約束事の多いこと多いこと。次の係に

図書とデータシー卜を送った後になって、新しい情報がわかったり、ケアレスミスを発見したりす

ると、データシートを追いかけるO 時には次の次の係まで追いかける。慌てて修正するO ところが、

慌てたあまり、ミスにミスを重ねてしまうこともあるO それに気がついた時は冷や汗！結局、二重

の訂正となり、やっとのことでデータ入力に間に合う。大汗をかいて運動不足の身にはよいのかも

しれないけれど。 (K) 
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和図書レコード数とISBN付与率
(1977年～1989年）

官庁出版物 民 間出版物 全 体

年

件数
ISBN ISBN 

件数
ISBN ISBN 

件 数
ISBN ISBN 

付与件数 付与率 付与件数 付与率 付与件数 付与率

1977 9, 635 27, 555 37, 190 

1978 6, 176 29, 247 35, 423 

1979 5 485 28, 904 34, 389 

1980 10, 821 4 0. 0% 33, 871 149 0. 4% 44 692 153 0. 3% 

〉｜〈

1981 11, 892 73 0. 6% 37, 446 3, 219 8. 6% 49, 338 3 292 6. 7 % 

1982 14, 158 153 1. 1 % 42, 782 8, 984 21. 0 % 56, 940 9, 137 16. 0% 

1983 13, 148 159 1. 2 % 39, 582 12, 202 30. 8% 52 730 12, 361 23. 4% 

1984 14, 116 204 1. 4 % 44 693 17, 571 39. 3% 58, 809 17, 775 30. 2% 

1985 15, 538 278 1. 8 % 49, 096 23, 738 48. 4% 64 634 24, 016 37. 2% 

〉｜〈〉｜〈

1986 10, 787 373 3. 5% 50, 406 28, 841 57. 2 % 61, 193 29, 214 47. 7 % 

1987 9, 771 521 5. 3% 48, 895 30 654 62. 7 % 58, 666 31, 175 53. 1 % 

1988 9 338 547 5. 9% 52, 180 32, 531 62. 3% 61, 518 33, 078 53. 8% 

1989 9, 766 554 5. 7 % 52, 579 34, 628 65. 9% 62 345 35 182 56. 4% 

* ISBN （日本図書コード）の表示は1981年 1月より開始（一部1980年より）。

** 1986年 1月より逐次刊行物扱いとする資料の範囲を拡大 した。

（『印刷カード通信』 No.66参照）
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『全国書誌通信』は、 No.72からの改題に伴い、印刷カード利用館に加えて、ジャパンマーク、

J-BIS C利用館にもお届けしていますO 印刷カード利用館には当館から直接、ジャパンマーク、

J-BIS C利用館には日本図書館協会を通じてそれぞれ送付していますO

本誌を通して、各利用館とのコミュニケーションを深めていきたいと存じますので、誌面そ

の他のことについて、何かお気付きの点やご意見ご質問がございましたら、図書整理課までお

知らせください。

問合せ先一国立国会図書館 03(581)2331（代表〉

日本全国書誌…………………………図書部図書整理課

ジャパン・マーク……………...・ H ・－－総務部情報処理課

印刷カード……………………………図書部図書整理課印刷カード係

国立国会図書館蔵書目録…・………一図書部書誌課

書誌データの内容について

記述－－－－－－－－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－収集部国内資料課

標目（著者・書名）一……………・図書部図書整理課著者書名係

標目（分類・件名）………...・ H ・－－図書部図書整理課分類件名係

出版社の住所の照会について

図書館から……………………図書館協力部国内協力課図書館サービス係

民間から………ー……………・収集部収集謀納本調査係

（内） 3 5 2 0 

（内） 2 4 0 1 

（内） 3 5 1 7 

（内） 3 6 0 1 

（内） 3 0 1 5 
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